
 　  別添「伐倒及び造材方針書」「はい積み基準」「造材寸法書」のとおりとする。

作業仕様書

1．放射線障害防止措置について

2．保安林等法的制限林の着手について

特記仕様書

本請負事業に適用する特記事項は次に示すとおりとする。

特記事項

　本請負事業の作業仕様書は、製品生産事業請負標準仕様書（22林国業第164号平成23年3月31日）、
関東森林管理局製品生産仕様書（26関資第131号平成27年3月3日）及び検知業務仕様書（25関資第130
号平成26年3月31日）を適用するものとする。
　ただし、地拵箇所については、関東森林管理局造林標準仕様書（27関森第1176号平成28年3月9日）
を適用することとする。
※いずれも関東森林管理局HPに掲載している最新版を適用するものとする。

　請負者は、「東日本大震災により生じた放射性物質により汚染された土壌等を除染するための
業務等に係る電離放射線障害防止規則」（平成23 年厚生労働省令第152 号）に基づき、除染等業
務従事者又は特定線量下業務従事者に対し適切に放射線障害防止措置を講じなければならない。

この請負事業に対する特記仕様書及び特記事項は次に示すとおりとする。

4．国有林野の貸付地あるいは民有地を使用する場合について

(1)事業箇所周辺地等には、国有林野を第三者に貸し付けている国有地や民有地が所在している場
合もあり、事業実行上、それらの土地の使用が必要となる場合は、事前に事業者責任において、
当該土地権限者等の承諾等を得ること。
(2)事業実行にあたり、地元住民や土地権限者と充分な意思疎通を図るとともに、事故・紛争等が
生じないよう努めること。

5．事業用車両の通行について

　保安林等制限林の有る林分での着手については、土地の形質変更等、福島県知事との協議が整
い、同意書等の通知があった上で監督員が指示する。

　請負者は、事業実行期間中において、山火事や集中豪雨等に伴う土砂災害等が発生した場合
は、消火活動や復旧作業等への協力に応じること。

(1)製品生産事業請負実行管理基準に定める作業日報は、様式2 により作成すること。
(2)毎月、様式1「工程管理表（月別）」を作成し、翌月10日までに提出すること。また、事業終
了時には「工程管理表（最終）」を提出すること。

10. 森林作業道作設

　製品生産事業請負標準仕様書第34条第２項の封印は省略する。

8．トラック運材

9. 伐倒及び造材、はい積みについて

(1)森林作業道の作設は「森林作業道作設指針」（平成22年11月17日付け22林整整第656号林野

令和６年度常葉地区森林環境保全整備事業（保育間伐活用型外）【一貫作業】

3．ＣＳＦ（豚熱）への対応について

  ＣＳＦ（豚熱）の感染拡大防止のため、福島県におけるＣＳＦ対策を熟知して適切な対応に努
めること。

7．災害発生時における協力について

(1)事業用運搬路として公衆に供する道路や林道を通行するにあたっては、道路敷・周辺構造物等
の第三者所有物に損害を与えないこと。また、林道及び道路施設への損害等の行為があった場合
は、原因者負担により対処すること。
(2)車両の安全運転、過積載防止等については、法令に基づき荷主又は事業者の責任により行うこ
と。

6．事業進捗状況管理



11. 作業方法について

13. 地拵について

 安定供給システムによる素材の販売を遅滞なく行うため、出材のペースに合わせ、月に2度程度
椪山の検知を行い、監督職員に報告すること。

14.当該事業地における留意点について

　当該事業地の隣接林小班（302く1、302く2、302く3、302く4、302く5、302く6)においては、次
代検定林となっていることから、作業道作設や材搬出作業等を実施の際には損傷しないように配慮
すること。

13.検知頻度について

(1)当事業の山元完了椪は、巻立・検知完了後は速やかに検知野帳を提出すること。
(2)検知の方法は、一般材は毎木検知とする。低質材は、システム販売の協定締結者がトラックス
ケール等により計測した重量を材積に換算して確定する手法を主とする。システム販売の協定締
結者と連携を十分に行い、監督職員の指示に基づき、円滑な運材に努めること。

庁長官通知）に基づき行うこととし、別紙１「森林作業道作設に係る特記仕様書」のとおりとす
る。
(2)請負者は、作設する森林作業道の路網計画を明示した図面を含めた事業計画書を森林管理署長
等に提出し、承認を受けなければならない。
(3)請負者は、(2)で承認された森林作業道の路網計画に変更が生じたときは、その内容について
事業計画を変更のうえ発注者に提出し、承認を受けなければならない。
(4)発注者は、伐採・搬出期間中及び搬出後と契約履行状況等を確認し、確認を受けた路線等が路
網計画と異なる施工等により林地保全上特に問題があると認めるときは、請負者の負担において
盛土の転圧、排水溝の設置等の必要な措置を命じることができる。この場合において、請負者は
発注者の命に応じ、必要な措置を講じなければならない。

12. 山元椪について

　当該事業地の作業方法（搬出方法・施設の使用等）について、監督職員の立会・ 承認を得てか
ら実施すること。また、列状間伐実施箇所においては、あらかじめ列の方向等について監督職員
の確認を受けることとする。









（３）　素材のカビおよび虫害等に対して十分配慮すること。

（４）　はい積みを完了したものは、ペンキ等を塗布し完了はいとして明らかにすること。

（１）　はい積みに当たっては、木口を揃えること。

（２）　荷崩れ防止処置を実施すること。

は　い　積　み　基　準

　次の事項に留意してはい積みを実行すること。

（２）　広葉樹については、樹種又は用途に応じた長級の採材を行うこととし、画一的な採材は避けること。

　　

（３）　銘木又はこれに準ずるものは努めて長材を採材し、監督員の指示に基づき材の利用価値、品質向上に
努めること。

伐　倒　及　び　造　材　方　針　書

市場性の高い良材の生産及び造材歩留り向上のため、次の点に留意して実行すること。

（１）　針葉樹については別添「造材寸法書」を基準とし努めて４.０ｍの直材を採材し、短尺材の採材は最小限
に努めること。

（４）　根張り、枝、節、木口断面の挽き違い等については、平滑に切り落とすこと。



福島森林管理署

径 級 長 級

(cm) (m)

２４上 4.00 1 割角ほか

１６～２２ 3.00 2 柱材

２４上 3.00 3 構造材

９～１４ 4.00 4 構造材

９～1４ 3.00 5 構造材

１８上 2.00 6 合板ほか

１６上 4.00 1 割角ほか

９～１４ 4.00 2 構造材

１８上 2.00 3 合板ほか

１６上 4.00 1 構造材

２４上 3.00 2 その他

１８上 2.00 3 その他

２０上 4.00 1 構造材

２０上 3.00 2 構造材

１８上 2.00 3 その他

４０上 4.20 1 木工ほか

３０上 3.00 2 〃

２４上 2.10 3 〃

６上 2.00 1 パルプ

アカマツ ６上 2.00 1 パルプ 曲りを含む。

２４上 2.10 1 パルプ

６上 2.00 2 〃

（注）・採材については、本寸法書を基準とするが需要の動向に応じ変更することもある。
       ・延寸及び寸法書以外の採材については、その都度指示する。

Ｌ
曲りを含む。

造材寸法書

区 分 樹 種

採 材 寸 法
採 材
順 位

用 途 備 考

低質材

Ｎ 曲りを含む。

一般材

スギ

通直なものとする。

その他Ｌ

ヒノキ

通直なものとする。

アカマツ

通直なものとする。

カラマツ

通直なものとする。



様式１

分任支出負担行為担当官

福島森林管理署長　　　殿

事 業 体 名 　

契約事業名 　 当月 累計(A)

事 業 期 間 　 当月 累計

　

作業工程・使用機械

作業道作設 バックホウ  

伐倒 チェーンソー

ハーベスタ

計

集材①（木寄） グラップル

スイングヤーダ

荷掛（人力）

計

造材 プロセッサ

チェーンソー

計

集材②（運材） フォワーダ

グラップル（巻立）

計

片付・整理 集材架線設置・撤収

踏査

打合せ

その他

計

注１　本様式は毎月作成し翌月１０日までに提出する。事業終了後は完了検査までに最終版を提出する。

注２　本様式は、主伐、間伐別に作成し合計し、主伐、間伐、合算したものをそれぞれ提出する。

注３　当月生産量欄には、月毎の検査済数量（＝部分払数量）を記入する。

注４　生産性欄は、生産量累計（作業道延長累計）を人工数で除して求めた数値（小数点一位止）を記入する。

工程管理表（　　　月分、最終）

令和　　　年　　　月　　　日

　主間伐別 　

生産量（㎥） 　 　

燃
料
給
油
量
（ℓ）

油
脂
給
油
量
（ℓ）

作業道（ｍ） 　 　

当　　月 累　　計

生産性
A/B

（㎥/人日）

作
業
時
間

（時間）

人
工
数

（人日）

機
械
運
転
時
間

（H）

燃
料
給
油
量
（ℓ）

合計（時間）

油
脂
給
油
量
（ℓ）

作
業
時
間

（時間）

人
工
数
(B)

（人日）

機
械
運
転
時
間

（H）



様式２

　

年　月　日

契約事業名

作業箇所

作業者等

作業時間

作業工程・使用機械

作業道作設 バックホウ ｍ

伐倒 チェーンソー 本

ハーベスタ 本

集材①（木寄） グラップル 本

スイングヤーダ 本

荷掛（人力） 本

造材 プロセッサ 本

チェーンソー 本

集材②（運材） フォワーダ 台

グラップル（巻立） 台

片付・整理 集材架線設置・撤収

踏査

打合せ

その他

注１　本様式は、主伐、間伐別に作成する。

注２　作業工程ごとの使用機械は、実態にあわせて書き換えて使用する。

注３　作業時間は、休憩時間を含まない実働時間を記入する。

注４　作業道作設欄には、作業道作設、土場作設に係る全ての作業時間（支障木伐倒、開設、修繕など）を記入する。

注５　集材①欄には、スイングヤーダ、グラップル等による林地から作業道端までの集材に係る作業時間を記入する。

注６　集材②欄には、フォワーダ等による作業道から山元土場までの搬出に係る作業時間を記入する。

注７　機械運転時間は各機械稼働時間の計、燃料給油量、油脂給油量は各機械の給油量の計を記入する。

注８　軽微な機械修理、待ち時間は各工程に含めて記入する。

注９　保育間伐存置型の作業時間は記入しない。

作業日報

天　　候

　 　 　 　 計

　

主間伐別

作　業　量　 　

計（時間）

 

 

　

班名：

機
械
運
転
時
間

（H）

燃
料
給
油
量
（ℓ）

油
脂
給
油
量
（ℓ）



様式３

週

契約事業名

作業箇所

　    作業日
　    作業者

月 火 水 木 金 土

作業時間

作業工程・使用機械 名 名 名 名 名 名

作業道作設 バックホウ ｍ

伐倒 チェーンソー 本

ハーベスタ 本

集材①（木寄） グラップル 本

スイングヤーダ 本

荷掛（人力） 本

造材 プロセッサ 本

チェーンソー 本

集材②（運材） フォワーダ 台

グラップル（巻立） 台

片付・整理 集材架線設置・撤収

踏査

打合せ

その他

注　本様式は、様式２の集計に使用するもので、主伐、間伐別に作成する。

　

　

　

　

　

　

　

週集計表

作
業
時
間
計

機
械
運
転
時
間

（H）

燃
料
給
油
量
（ℓ）

油
脂
給
油
量
（ℓ）

備　　　考

主間伐別

班名：

計（時間）



様式４

契約事業名

事業期間

主間伐別

週別、日付 １週 ２週 ３週 ４週 ５週

実働日数 ～ ～ ～ ～ ～

作業工程・使用機械 日 日 日 日 日

作業道作設 バックホウ ｍ

伐倒 チェーンソー 本

ハーベスタ 本

集材①（木寄） グラップル 本

スイングヤーダ 本

荷掛（人力） 本

造材 プロセッサ 本

チェーンソー 本

集材②（運材） フォワーダ 台

グラップル（巻立） 台

片付・整理 集材架線設置・撤収

踏査

打合せ

その他

注　本様式は、様式３の集計に使用するもので、主伐、間伐別に作成する。

　

　

　

　

　

　

計（時間）

月集計表（○月）
班名：

　 生産量（㎥）

計
（時
間）

機
械
運
転
時
間

（H）

燃
料
給
油
量
（ℓ）

油
脂
給
油
量
（ℓ）

備　考


